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のごあいさつ

"へ最大事 仕上げの年

長浜町議会議長 期 士
山孝 長浜町長西田洋
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十
一
月
二
十
八
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催
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ま
し
た
口
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議
会
で
は
、
専
決
処
分
し
た
「
平
成
十
五
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
」
の
承
認
、
条
例
の
改
在
(
一
一
件
)
の
議
案
一
-
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
法
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
口

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
経
費

十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

ギ
成
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
に
九

百
八
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、
戸
拝
総

額
は
五
十
五
億
一
千
四
百
一
江
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
ハ

な
お
、
今
回
補
止
さ
れ
た
内
一
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
〕
衆
議
院
P
A
H選
挙
費
と
し

て
、
十
一
月
九
日
仁
執
行
さ
れ
た
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
要
し
た
事
務
的
経
科
一

を
柿
正
。長

浜
可
議
会
議
員
等
め
報

酬
、
費
用
弁
積
及
び
期
束
手

当
支
鎗
に
関
す
る
条
例
の
一

部
が
改
正
れ
ま
し

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
支
給
し
て
い

る
期
末
手
当
を
改
定
す
る
も
の
で
、
本

年
度
は
報
酬
月
額
の
二
一
・
五
カ
月
か
ら

0
・
-
一
カ
月
削
減

L
、
年
間
支
給
月
数

が
一
一
-
-
三
カ
月
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た。

国
家
公
務
員
の
給
与
民
間
の
給
与
一

水
準
ま
で
引
き
下
げ
る
法
案
が
可
決
ぷ
一

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
山
職
員
に
お
い
一

て
も
固
に
准
じ
て
平
成
十
五
年
十
二
月
一

一
け
か
ら
給
料
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
一

扶
、
主

F
当
に
つ
い
て
も
配
偶
者
に
係
る
十

支
給
額
を
月
仙
五
百
円
引
き
ド
げ
、
一

万
五
千
五
訂
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

期
末
手
中
J

に
つ
い
て
も
、
民
間
の
女

給
割
合
に
見
台
、
つ
よ
う
本
年
皮
は
ご
-
-
一

三
五
カ
月
か
ら
れ
一
回
二
五
カ
月
手
一
削
減
一

し
、
年
間
支
給
月
数
を
三
カ
月
に
引
き
一

下
げ
る
も
の
で
す
c

一

な
お
、
町
三
役
お
よ
び
教
育
長
の
年
一

間
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
一

平
三
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
減
額
措
一

出
の
条
例
を
改
正
し
て
い
る
た
め
、
今
一

回
の
給
与
改
定
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
一

す

。

一

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条

例

一

都

が

改

れ

ま

都市計画(票決定)の案の縦露を行いま
白地地域の建築規制につきましては、本紙

7月号において素案をお示しした後、住民の

管さんからご意見をお聞きし、手続きを進め

てきましたが、規制業が出来上がりましたの

i、11己のとおり縦覧を行います。

長浜町の白地地域の建築規制

ヴついて

名件

で、

(火)~

(火)

平成16年 1}j 20日縦覧期間2 

2月3H 

縦覧場所

・愛媛県土木部道路都市局建築住宅課

.長浜fllJ企画調整課

お問い合わせ先

・慢摂県土木部illN首都市局建築住宅課

4 

まで

監089-941-2779

。長浜町企画調整部都市計両係

盤0893-52-1111(内線38)

3 

姐

羽

市

圏

咽

司

羽

図

盟

国

E

E
釦

釦

E
国

司

司

E

E

E
町

周

囲

園

周

囲

盤

a

E

E

-

-

E
圃

E
白

血

恒

国

阻

盛

岡

直

也

幽

E

E

-

-

a
湿

盟

問

悶

国

間

市

川

コ

百

四

国

図

図

画

E

E
薗

幽

血

E
E
E
回

国

司

日

留

置

置

平成12年の都市計同法の改正により、全同の全

ての都市計画区域について「都市計画区域マスター

プラン」を策定することになりました。これに伴

い、愛奴叫が、広域的な見地から都市計画の大き

な道筋を明らかにするため、昨年度、長浜町にお

いて策定した「長浜町都市計画マスタープラン」

の内容を包合しつつ「畏浜都市計園区域マスター

ブ亨シ」を策定することになりました。そのため、

祁市計画決定の手続きに基づき十一日己のとおり案の

縦覧を行います。

1 件 名 長浜都市計画区域の整備、開発及

ぴ保全の方針(長浜都市AI同区域
マスタープランjの決定について

平成16年i月初日(火)九

2月3日(火)

縦覧場所

・愛媛県土木部道路都市日都市計画課

.長浜町企画調整課

お問い合わせ先

・安段見土木部道路都市局者[5市百l凶課

宮089-912“2738

-長浜町企画調整課都市計画係

宮0893-52-1111(I)~椋38) まで

縦覧期間2 

3 

4 



1E!目の合併協議会が開催されました1月!日に設置され、 8日

⑦ 
法
定
の
洲
士
昔
多

合
併
慨
一
議
舎
を
設
置

平
成
十
山
年
ト
二
月
十
八
日
、
小
人
洲

市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
岡

市
町
村
の
定
例
一
J
f
宍
に
お
い
て
、
法
行
止

什
併
協
議
会
世
置
議
主
が
可
決
さ
れ
、

一
月
一
日
付
け
で
「
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
一
月
八

日
に
は
、
前
~
川
の
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
合
併
の
是
非
今
一
汗
む
本
格
的
な
協

議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

L
た。

② 
末
永
家
住
宅
が

量

録

文

正

登

録

長
浜
の
末
、
水
家
住
宅
「
旧
、
五
犀
E

十日帖

座
敷
」
が
、
聞
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
F

「
川
王
医
」
は
、
明
治

十
七
年
の
建
築
一
一
¥
士
山
造
二
階
建
、

「
百
帖
出
敦
」
は
、
昭
和
三
年
の
建
築
で

木
造
平
尾
建
で
す
。
町
内
で
は
、
長
浜
大

橋
、
長
浜
町
庁
舎
に
つ
い
で
、
二
一
件
日
と

山
件
日
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

f五¥
」ノ

申「

i事事
予
踏

31 
中ぞ
継 Lム

各
地
の
魅
力
あ
る
情
報
、
話
題
等
を

放
送
す
る

N
H
K
の
情
報
帯
相
「
伊
予

出
て
く
て
く
」
が
牛
中
継
さ
れ
、
多
く

の
町
民
の
方
に
山
山
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
辻
、
当
町
名
物
「
フ
グ
料

理
」
や
勇
壮
な
「
嵐
太
鼓
」
な
ど
が
披

露
さ
れ
長
浜
町
を
大
い
に

P
R
し
て
い

h

ん
ど
き
ま
し
た
c

④
 間

一
世
浜
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
ブ
一
7

め
伊
東
電

一
一
月
十
九
日
、
長
川
町
都
市
計
同
一
会

議
会
が
開
催
さ
れ
、
「
長
浜
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
、

原
案
ど
お
り
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
」
と
し
た
八
日
中
を
受
け
、
日

υ
審議会長より答申を受け同日公表されました

.~ 工事の安全を祈る西田町長

4 

ぜj

公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
当

町
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
概
ね
二

十
年
後
を
日
間
と
し
て
、
住
み
や
寸
い

ま
ち
ε

つ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

土
地
利
崩
、
都
市
摘
設
を
中
心
と
し
た

計
困
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

⑤ 
E
R
浜
"
中
学
校

給
食
施
設
新
築
工
事

タ
i
ト

か
ね
て
よ
り
一
生
望
の
あ
(
た
長
一
点
中

学
校
給
食
施
設
耕
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。

日
中
学
校
の
敷
地
内
に
、
鉄
骨
一
一
階
建

二
階
が
尉
房
、
今
ム
階
が
食
堂
)
と
な

る
給
食
施
設
が
、
こ
の
日
着
工
さ
れ
、

現
在
は
平
成
卜
六
年
度
の
供
出
向
的
に



語

⑥ カードを利用することで、全国どこでも住民票
の写しの交付が受けられるようになりました

向
け
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑥ 
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
l
h
f
ン
ス
テ
ム

第
二
次
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

住
民
基
本
台
帳
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
第
二
次
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
。

作
以
票
の
写
し
の
広
域
交
付
や
恥
入
転

山
手
続
き
の
簡
素
化
、

hU
民
基
本
台
帳

カ
!
ド
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

国
、
地
庁
公
共
同
体
を
通
じ
た
行
政
改

革
が
凶
ら
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
性
民
負
担
の
軒
械
に
つ
な
が
る
よ
う

に
な
り
ま

L
た。

げてよ

② 
新
品
開
名「大
洲
市
」

七
月
に
主
施
し
た
性
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
、
八
月
二
十
八
円
仁

開
催
ぎ
れ
た
第
九
回
の
合
併
協
議
主
に

お
い
て
、
新
市
名
を
「
大
洲
市
(
お
お

ず
し
こ
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

⑧ 
肱
川
水
系
河
川

整
備
章
一
本
方
針
決
定

川
川
法
の
規
定
に
某
づ
き
、
肱
川
水

系
河
川
整
備
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

新市名が大洲市に決定されました3う

し
た
。同
上
交
通
省
お
よ
び
愛
媛
県
で
は
、

こ
の
決
定
を
受
け
平
成
十
四
年
七
月
に

整
相
さ
れ
た
再
構
築
計
阿
茶
を
踏
ま
、
え
、

今
後
二
卜
平
j
王
十
年
間
の
肱
川
の
整

備
内
容
を
H
U

一
体
化
す
る
河
川
整
備
計
画

を
検
討
し
、
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

⑨ 
肱
川
あ
ら
し発
生
初
自

当
町
の
季
節
の
風
物
沿
「
肱
川
あ
ら

L
」
。
今
年
の
在
生
初
円
は
な
ん
と
昨

年卜
y
一
同
じ
十
月
十
日
。
恒
例
の
発
生
初

日
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
四
百
一
一
十
七
通

の
応
募
が
あ
め
、
十
一
人
の
当
選
者
に

今後20年~30年閣の整備計画を策定することになりました

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

⑩ 
一
戸
籍
事
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
ス
タ
ー
ト

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
戸
籍
事
務

心
効
率
化
を
図
る
た
め
、
十
三
月
二
十

二
日
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
運
用

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
杭
式
も
B
判

の
縦
書
き
か
ら
、

A
4
判
の
横
書
き
に

変
わ
り
、
記
録
内
容
も
項
目
別
仁
な
る

た
め
大
変
一
読
み
や
す
く
分
か
り
ゃ
す
く

な
り
ま
し
た
c

10月10日に発生した肱川あらし

-5-

様式カ官、A4判の横書きになりましたl畠

⑨ 



咽

E
F画
商
圏

一

一

月

一

日

現

在

主

十

一

一

人

ー
名
前
の
も
れ
て
い
は
教
育
委
員
会
へ

j

長
一
山
町
教
育
零

H
会
は
、
こ
の
春
に

町
内
各
小
学
佼
へ
入
学
す
石
川
童
の
調

査
を
、
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
現
在

で
行
い
ま
し
た
。
新
入
学
齢
に
速
す
る

児
童
は
、
ヂ
成
九
年
四
月
二

U
か
ら
平

成
十
年
凹
日
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
生

ま
れ
た
児
主
で
す
。

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
二
ト
五
人
、
火
子

二
十
七
人
の
合
計
五
十
二
人
で
す
。

児
人
前
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
も
れ
て
い
る
用
主
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

長
浜
町
教
育
長
員
会
学
校
教
有
係
(
冠

五
二
一
一
一
一
白
山
一
一
一
六
二
~
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

由
着
地
区
4
人
(
男
1
女
3
)

。
井
上
瑠
璃
菜
①
上
尚
望
未
⑨
川
久
保

佑
拝
む
小
九
日
祐
蝉

比一一地区
9
人

大
和
地
同
一
叩
人
(
田
町
7
女
各
)

一
り
和
泉
百
香
、
今
回
喬
介
川
一
大
成
舞
佳

⑤
木
ド
悠
平
①
久
保
和
輝
@
清
一
本
ん
利

。
西
山
期
⑮
本
田
詩
央
巴
⑥
村
上
利
香

子
、
村
柿
山
間
叫
一
森
梓
紗
山
一
九
野
拓
点
(

@
波
注
里
奈

豊
茂
地
区
3
人
(
男
1
女
2
)

⑤
大
山
夕
山
県
奈
、
尾
L
L
一
珠
美
③
菊
地
隆

生
口

出
海
地
区
3
人
(
男
1
女
2
)

①
上
野
健
太
⑪
畑
中
宗
主
一
/
叫
一
矢
野
鈴
一
夏
十

櫛
生
地
区
3
人
(
男
2
女
1
)

や

一
叩
加
納
由
紀
③
津
井
奈
有
一
一

ω下
坂
和
希
ム
ー

長
浜
地
区
M
人

(

男

口

女

ワ

)

や

の
池
田
拳
介
、
稲
本
将
之
①
上
町
山
人
、
山
一

上
川
真
司
⑥
大
山
響
、
大
原
水
刷
、
同

o
w
o

雅
⑤
亀
岡
拓
真
③
坂
本
享
一
⑦
杉
村
真
っ
け

由一
~
R
U
制
否
華
⑤
徳
本
城
、
豊
田
海
田
…
川

⑤
中
村
智
花
、
中
見
府
那
心
一
西
上
は
な
か
。

恵
、
日
光
、
同
一
京
美
長
率
一
円
回
走
、
令

官
同
町
一
%
⑨
山
木
隆
盛
、
山
口
楓
、
山
ヘ
ツ

本

倍

、

山

本

悠

介

。

い

喜
多
灘
地
区
2
人
(
男
1
女

1
)

イ

一
心
一
島
部
千
三
叩
@
宮
田
一
範

o

向。やや
。∞
0

0
向
。。…ャ ?イ0020<:>ぷサ04040t去

申ι込み臣、。〉
ゐ程、今鷲柑

cをこサ。脅か三

干Ik16年度の保育(長浜乳児保育所を含むヘ)への入所申し

込みの受け付けを次の要韻で、行っています。

。受付期限平成16~: 1 n 3 0日まで
。受付場所 入所を希望される保育所または役場住民福祉課

。入所主準

保育所へ入所できる児向土、児童の保護者のいずれもが次の①~⑥のどれかに該当し、児童を保育することができな

いと認められ、また、 [iiJ居の杭族やその1自の方も、この児童を保育することがで、きない場合に限られます
従って、基準に該当しない場合は入所でさまぜんのでこ了承ください。

大入訴できるJ己主の保護者の条件
①家庭外労働…農業や漁業に従事したり会社へ勤める等、家庭のタトで仕事をしている方。

②家庭内労働…昼間家庭内で、自営業 E 内職等、児童と離れて家事以外の仕事をしている方。

③母親の出産u 出産の前後で、その児童の保育がむずかしい方。

④病気等 病気になったり負傷したりしている方、もし〈は、心身に障害がある方。

⑤病人の看護等・病気や心身に障害がある同居の親族を、いつも介護している方。

⑥家庭の災害…震災民風水害自火災固その他の災害の復旧lこ当たっている方。

※ 現在入所されており引き続き入所を希望される)Jについては、申し込みは不安です。新たに新年度から入所を希望

される方だけ申し込みが必要になります。ただし、 i謀説・就労証明等U:，全員の方が必要ですへ

入所を希望される方、保育所の概要等詳しい事を知りたい方は、最寄りの保育所または投場住民福祉課(古田町1111困

帽2063)へお問い合わせ〈ださい。

-6 

みんな仲良し(資料写真)



g 参加L~世ベIJÍI ! 
Z に貞二とi 弓乏を孝之Qシよ/ポジウム~

県では、広く消費者や次代の愛媛農業を担う子どもたちを対象に、農業や農

村の大切さについて理解をi長めるため、標記シンポジウムを開催い71Lます
ご参加ください。

[日、下成16年1月20日(火) 13: 30九日:10 

[場所]保内町文化会館 大ホール(西宇和郡保内町宮内1-118) 

[内有]

大食や長に関する作文の発表とポスターコンクール入賞者の去彰式

古小学生ー高校生による民主体験学習発表

大農業者による公開討論など

【お問い合わせ先]愛媛県八幡浜地方局農政課(告0894-22-4111<内線305))まで0

7晶玉広道盗品鉱おおア習慣
平成15{112J J 1日から障害者有料道路通行料金割引制度が改正されました。

割引制度を利回される方(現在割引制度を利用されている方も含む)は速やか

に子続きを行ってください。

{主な変更点I
Cむ現行の割引証の廃止(手帳のみの語示で利用可能)

旧制度(告~5[証と手肢の担ノト j での通行は平成16年 5 月 31 日までとなります

ので、割引を受けられる方(今現在割引を受けているHも含めます)は平成15
年12月l日以降仁制引の申請手続きを行う必要があります己

②ETCノンストッブ走行による利用可能(平成16年1月20白から)

ETCノンストップ走行による割引制度を利JiJされる方は、平成15年12月l

日以降に障害者割引のためのETC利用中請手続きを行っていた丹きます「

[お問い合わせ先〕投場住民福4駈止課町民福祉係 (f曾宝5由2ι引-1111<内糠3泊3))までO

??炉:::お劫Y52訟邸:合詰拾1吉r2芦ど;r:ごrご竺~::::~::ど竺竺t???????i=:万同:::

[概吏悶]労刑f筒更の合意によ lりl')l人、労働H暗寺問の短縮(所i主包外労働時間の短縮を含む)とそ
れに(伴半判う員i主E心減暫を行い、非自発的失業者等を雇Lい1寸7入、?れ1Z事業主に、制度導入に

係る奨励令と雇い人jしに係る奨励金が支給されます，.)¥千成1611度末までの市IJJ立)

::::::::::~;:;:;:;:出出君臨蹴:~::~::::æ~~~~::官辛子~;:;:路在留品川忠:話早

急券髄局からのお知ら

平成15年10月より、愛援労働局では

賃金・退職金制度の改善や整備を検討

している事業所に対して、員全相談員

による料相誌を云け付けていますの

でご利用ください。

賃金相談員は専門的知識および実務

的経験を有する有識者にお願いしてい

ます。

【お問い合わせ先】愛媛労働崩賃金室

( s089-935・5200)または最寄りの労働

基準監督署まで。
:~~::::司::::::::::::::口:口::::主持詰詰:::~:&-::::~~~::::~:::::~::士~::%~:::::夫:~~::自由:S::::::::ふ':::~:::::主主

主璽の教育昌一ンのご案内

国民生折金融公庫では、高校、短大、

大学、専修学校等への入学費用や在学

中の授業料などの費)IJを融資する「固

の教育ローンJのli1L 込みを受け付け
Lています。

簡単な手続きで利用が可能となって

いますのでお気軽にご相談くださ¥，/¥ 0 

[制度概要]

学生・生徒人につき200万

[1 J以内

O返済期間 10作以内

0利率年1.65%(平成15年llJJ10日

現在)

[お問い合わせ先]国民生活金融公庫

松山支眉(宮089-941-6148)まで。

!英励金の支給1 .-園田園田園田幡圃---国四回目白回目回目 E 回司同盟園田 E 盟国司問問幽四四四司圃圃幽閉目白幽盟国司園置ロ園開----_....包囲閏園園田 E 胆目園周 E

.ワークシェアリング制定導入分

最初の雇い入れの際に、事業所の世間に応じて

50万円または120万円を支給σ

。労働者の雇い入れうよ

雇い入れ労働者lヘにつき30万円または15万円

を支給。

{お問い合わせ先]愛媛労働眉(台関与941剖40)

j新fU情 です ~長浜町立図書館~

書有 著者

柏山元大

二l釈迦 i積了 1，人j友IJE
U図片手 逗転テクニック

近目J支

三手食がおいしい

または愛嬢県高年齢者雇用開発協会(告089-943田6622): オレンジページ編

~~' rきもの 布 λあわせ事典

佐白寿美
まで。

置

7 
益幽圃回箇副園田陣--圃---回調ロ国園田園田周回国国圃圃圃園田園周回国自国園田園凪岨園開園 唱団回目口町田回百圃圃圃箇圃副圃圃幽 E 爾両副幽園田__d



エア舎を
《、弘、

hAF--

主主，~~

!Ifi)がん検診でヘリカ)~C T検査を受ける方は、従来の肺がんレントゲン検査を受ける必要

はありませんなお、ヘリカルじT検査は検診車0)入れる場所と l日0)偵杢可能人数が限ち

れるため、杭杢日時を指定してお知らせしますの

※ヘ1)力)(..CT検査とは、精度が高<5 mm程度の檀めて早期の肺がんまで発見することがで

きます。莞見率!土、胸部X掠検査の101:音くらいといわれていますO
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き
び
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

榔
生
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
今

日
も
一
二
十
一
人
の
児
童
た
ち
が
元
気
い
フ

ば
い
遊
ん
で
い
ま
す
r

さ
て
、
今
円
、
特
色
あ
る
学
校
、
づ
く

り
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
へ
f
Mは、

単一E
年
踊
り
と
ミ
二
水
族
館
に
つ
一
い
て
絹

介
し
ま
す
。

豊
年
踊
り

豊
年
踊
り
は
、
長
浜
町
の

μ枕
芸
能

で
す
。
櫛
生
小
学
校
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
こ
十
半
間
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
指
導
者
は
地
叫
の
人
で
あ
り
、

そ
し
て
、
保
護
者
の
人
た
ち
が
熱
心
に

見
守
り
育
て
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

地
域
の
教
官
力
が
生
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
職
員
も
三
さ
や
か
な
支
援
を

し
て
き
ま
し
た
。

-コ司
J
3

楽しい豊年踊り

野』
o

咽
翠
壇
験

開
刈
日
は
、
夜
が
中
心
で
す
Q

五
・
六

年
生
の
児
童
た
ち
は
、
お
互
い
に
ゆ
ま

し
台
い
助
け
ム
け
い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
指
導
者
の
教
え
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
よ
う
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
に
一

j

」
一
同
の
公
演
が
あ

り
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
白
喜
多
郡
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
I
ム
、
敬
老
会
、
地
域
の
祭
り
な
ど

で
公
演
し
て
い
ま
す
。

こ
の
豊
年
踊
り
活
動
に
よ
っ
て
、
児

主
た
ち
は
、
た
く
ま
し
く
健
全
に
成
長

し
、
ま
た
生
き
る
自
信
に
も
つ
な
が
っ

て
い
空
寸
ぐ
長
い
人
生
の
中
で
、
何
か

の
お
り
に
思
い
出
す
の
は
、
ふ
る
さ
と

櫛
生
の
山
・
川
・
海
と
と
も
に
、
こ
の

県
年
踊
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
技

職
員
は
、
児
主
た
ち
が
、
少
し
で
い
い

か
ら
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
の
山
一
旦
年
踊
り
を
と

お
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
温
か
い
ふ

れ
あ
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
。

ミ
ニ
水
族
館

本
伐
の
も
う
↓
つ
の
特
色
は
、
ミ
二

水
族
館
と
小
動
物
の
印
式
円
で
す
。
総
合

的
な
学
引
の
時
間
の
共
通
テ
l
マ
の
一

つ
と
し
て
、
「
海
に
関
す
る
学
刊
」

Jr一

此
定
し
て
い
ま
す
(
ミ
ニ
水
族
館
の
管

理
も
よ
切
な
学
習
で
す
の
そ
し
て
、
好

年
三
苧
則
に
は
、
学
習
成
果
の
発
表
会

を
正
摘
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
命
が

い
か
に
も
曜
く
な
っ
た
よ
う
な
事
件
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
人
の
命
は
地

球
よ
り
重
い
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
と
is

こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

生
き
物
の
掲
育
は
、
八
叩
を
大
切
に
す
る

教
育
に
つ
な
が
り
ま
す
。
魚
や
小
動
物

の
せ
わ
は
、
児
主
巾
心
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
教
職
員
や
地
域
の
人
も
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
。
年
間
を
と
お
し
て
、
生
き

物
の
せ
わ
の
た
め
、
だ
れ
か
が
学
校
に

未
て
い
ま
す
c

本
校
で
ほ
、
体
験
学
習

か
ら
命
を
大
切
に
す
る
教
育
、
人
権
を

大
切
に
す
る
教
育
を
主
践
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
、
地
域
的
温
か
い
ご
支
援
ご

協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
ち
ま

す
。
ム
7

俸
と
も
よ
ろ
し
く
お
賄
い
い
た

し
ま
す
。

魚たちも生きています
重義

国民年金網入モ20歳のスタード

成人の仲間入りをされる告さん、成人おめで、とうごさ、います。

叶さんは、 20歳になって何から柏められますか。晴れて大人の仲間入りをされた皆さんには、選挙権などさまざま

な梓利とともに義訟が作じることになります。例えば、国民年全の加入もその一つです。 20歳と同時に加入し、保険

料を納めることも大切な義務です。

国民年金は、皆さんを中心に若い世代が保険料を納めることによって、 a=s年寄りの年金を買え、また皆さんの老後の

所得楳障だけでな〈、万一の事故圃病気に対しても安心して生活できる制度です。

2 0歳になったばかりの皆さんは「年金なんて速い将来のこと…」と思われるでしょろが、ちょっと考えてください
人はだれで、も年をとります。もし、年金を受けられなかったらどうしますかっ

将来を生きがいのある告かなものにするために「情えあれば憂いなしJのとおり、その時になって慌てないよろに若
いときから準備しましょう。

2 0歳になったあなた、今すぐ国民年金の加入手続きをしましょう。

箱入靖国民命記弱電事品民甲畠
重軽

fu， 成人iご愈つ員三皆

9-
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ま
た
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
差

別
に
閣
す
る
知
識
や
対
処
の
方
法
キ
一
宇
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
F

古
川
に
対
す
る
人
間
的

な
悲
り
と
左
別
か
ら
解
放
へ
の
共
感
を
呼

び
起
こ
し
、
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い

知
市
・
開
解
と
、
同
和
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
行
動
力
を
持
ワ
た
人
間
に
な
る
事

S
E
R
E
-
Z
E
R
E
2
2

・am
「
l
l
i
l
i
-
-
J
1
1
1
1
1
1
1
1
1
d
「
l
i
f
l
i
t
-
-
J
「
I
l
l
1
'
!
i
J

が
大
切
だ
と
百
わ
れ
て
い
ま
し
た
じ
竺
長
二
浜
二
文
二
時
去
一

僕
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

s
i
l
l
i
-
-
I
l
l
l

H

柴
小
学
校

U

同
和
教
育
を
受
け
始
め
た
こ
ろ
は
、

教
え
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
も
な
い
人
お
ち
ば
さ
ん
ぞ
う
じ
を
し
て
も
ま
に
あ

が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
し
た
o

わ

な

い

一

年

大

野

奈

津

美

し
か
し
、
学
習
し
て
い
く
う
ち
に
、
い
ち
ょ
う
の
ほ
い
う
ば
い
お
ち
る
つ
り

学

宵

を

す

る

意

味

か

分

か

っ

て

き

ま

わ

の

下

一

年

中

嶋

亜

梨

沙

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
正
し
い
知
識
い
ち
ょ
う
さ
ん
黄
色
い
ふ
く
が
お
し
ゃ

を

身

に

つ

け

る

こ

と

で

す

。

間

違

い

れ

だ

な

二

年

合

旧

貴

司

が
そ
の
ま
ま
次
の
川
代
へ
と
伝
、
え
ら
キ
ウ
イ
と
り
込
長
く
も
が
お
ど
か
し
た

れ
て
い
く
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
c

一

一

一

年

岡

崎

誠

去
別
が
な
く
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
風
は
何
人
い
る
の
か
な

無

知

に

よ

る

偏

見

が

拍

く

な

っ

て

し

三

年

竹

村

玲

一

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
か
き
く
ん
が
早
く
た
べ
て
と
赤
く
な
る

な

い

た

め

に

も

同

和

問

題

を

学

習

し

五

年

上

田

朔

太

て
い
く
こ
と
は
と
て
七
大
切
で
す
か
き
の
木
は
小
品
た
ち
の
バ
イ
キ
ン
グ

こ

ろ

し

た

学

習

が

行

わ

れ

て

い

な

い

五

年

大

野

初

美

時
代
に
生
ま
れ
た
人
々
は
、
次
の
世
い
ち
ょ
う
の
木
は
っ
ぱ
が
落
ち
て
丸
ぼ

代

に

同

追

い

だ

ら

け

の

悩

報

を

伝

え

う

ず

一

九

年

大

野

稜

太

て
き
ま

L
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
原
一
一
械
の
キ
ウ
イ
を
き
が
し
き
ん
に
く
つ

凶
で
差
別
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
な

六

年

岡

崎

真

奈

く
な
ら
な
い
の
で
す
っ
ま
た
、
い
じ

か
き
の
実
よ
赤
/
¥
そ
ま
勺
て
夕
日
み
た

め
も
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
か

い

」

ハ

年

竹

村

愛

香

ら
起
こ
る
の
で
す
。
人
の
権
利
を
守

か
き
と
り
で
み
ん
な
と
り
あ
い
大
き
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
柱
を
侵
し

に

年

森

川

紀

郁

て
い
る
↑
口
で
い
ビ
め
も
脅
迫
と
同
じ

イ
チ
ョ
ウ
の
罪
長
め
で
す
わ
る
ク
ッ
シ
ヨ

よ

う

な

犯

罪

行

為

で

す

。

ま

ず

他

人

寸

六

年

波

遣

の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
じ
め
や
差
別
は
公
く
な
る
と

忠
い
ま
す
。

← 10 

三三r

手乏



体
力
に
自
慢
は
あ
り
ま
す
か

ー
「
健
康
づ
く
り
亦
橋
講
毘
」
ら

ト
一
月
五
円
、
ふ
れ
あ
い
主
的
で
、

長
浜
地
収
の
中
高
年
の
方
を
対
象
に
、

「
こ
ろ
ば
ん
逗
劫
と
ヴ
ォ

l
キ
ン
グ
の

実
際
L

と
題

L
た
運
動
教
ム
干
し
が
開
催
さ

れ
た
。
内
一
行
は
、
建
院
一
県
健
康
晴
逆
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
措
導
上
の
松
下
鶴
子
先
生
を

誹
師
に
「
体
力
川
定
」
、
お
よ
び
亦
ち
ヤ

ん
が
児
ま
れ
て
か
ら
地
位
得
す
る
発
達
段

晴
(
寝
返
り
↓
ハ
イ
ハ
イ
l
ψ

一
つ
か
ま
わ

立
ち
↓
歩
一
く
)
を
基
礎
竺
し
た
「
こ
ん

ば
ん
一
連
関
川
の
実
技
や
、
幼
栄
的
な
ウ
ォ
1

キ
ン
グ
の
指
導
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、

正
し
い
姿
勢
を
と
る
と
、
お
腹
に
色
白 「ころばん運動」の指導を受ける参加者

然
に
力
が
入
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
た
。

ま
た
、
家
族
(
誌
か
~
が
倒
れ
た
時
、

ど
ろ
対
処
す
ろ
か
と
い
う
「
ト
ラ
ブ
ル

対
処
法
」
の
実
技
で
は
、
実
際
に
参
加

者
も
人
一
ム
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
緊
急
時
の
怜
静
な
対

処
が
い
か
に
大
切
か
を
学
ん
で
い
た
。

な
お
、
今
岡
の
講
山
一
は
、
「
立
っ
て

い
る
ミ
シ
)
(
自
立
)
」
に
も
ポ
イ
ン
ト
を

お
い
て
お
り
、
参
加
者
は
持
拍
立
ち
姿

勢
で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
コ
実
施

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
参
加
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
講
山
一
に
参
加
し

て
「
満
足
し
た
」
と
存
え
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
学
び
の
あ
る
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

放
の
日
差
レ
に
き
ら
き
ら
と

ー
る
り
姫
ま
つ
り

i

あなたは緊急時、冷静な対応ができますか 7

ト
一
月
二
十
三
日
、
白
一
括
公
園
で
る

り
姫
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
c

戦
回
時
代
末
期
、
沌
つ
ぽ
へ
投
身
し

た
る
り
姫
今
一
供
養
す
る
た
め
の
ま
つ
り

で
、
主
日
は
色
鮮
や
か
な
衣
突
で
着
飾
っ

た
地
元
小
学
生
ふ
ん
す
お
「
る
り
姫
」

ら
が
、
見
こ
ろ
を
む
か
え
た
紅
禁
を
く

ぐ
っ
て
、
さ
わ
ヤ
か
な
秋
風
の
吹
く
山

道
を
練
り
歩
い
た
。

数
多
く
の
観
光
客
が
見
守
る
な
か
、

雌
滝
の
出
ち
円
付
近
で
供
養
が
行
わ
れ
、

花
み
こ
し
を
滝
つ
ぽ
へ
投
げ
込
ん
で
そ

の
霊
を
慰
め
ら
れ
て
い
た
。

華麗な衣装で観光客らを魅了した[るり姫Jたち

生先光早たつ
一丁ル乞{負講た-え六V〈をアモ

一ユ

か
ず
て
る

早
川
一
光
先
主
講
漬
「
ム
冨

14長
浜
町
高
齢
在
学
級
/
¥
ノ

十
一
一
月
一
立
日
、
町
体
育
館
大
小
1
ル

で
、
平
成
十
江
年
度
長
浜
町
高
齢
者
学

級
が
開
催
さ
れ
、
「
中
一
き
生
き
モ
き
る
」

と
時
唱
し
て
、
総
令
人
同
研
究
所
所
長
の

早
川
一
光
先
生

μ
よ
る
講
演
会
が
間
か

れ
た
。講
演
で
は
、
病
人
が
わ
百
わ
ざ
病
院
炉

へ
来
マ
ぬ
の
は
間
違
い
で
、
元
気
な
医
者
け
」
に
は
な
ら
な
い
よ
、
一
つ
に
、
友
達
を

が
患
者
宅
へ
出
向
く
と
い
、
つ
の
が
本
来
つ
く
り
近
所
付
き
合
い
も
大
切
に
と
ア

の
E
療
で
あ
る
と
い
、
っ
、
往
診
医
療
の
ド
パ
イ
ス
を
送
っ
て
い
た
。

大
切
さ
を
、
自
身
の
過
去
の
活
肢
を
踏
引
折
交
え
ゐ
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

ま

え

訴

え

ら

れ

て

い

た

。

話

に

、

会

場

は

終

的

主

い

の

渦

に

包

ま

ま
た
、
古
齢
化
佳
会
を
迎
え
「
一
人
れ
て
い
た
。

暮
ら
し
」
は
い
い
け
れ
ど
、
「
一
人
三
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沼fll モニター五
国土交通省では、次のとおり平成16年度河川愛護モニターを募集します。皆さ

{活動内容}モニターは、日常生活の範囲内で1.11り得た情報

を、河川管理若に伝えることを主な任務とするものです。定

期的に河JlIを巡現したり、ごみ投棄等の不法行為者等に対し、

直接注意・指示Lて是正を図ったりする等の、特別な責務や

権限を有するものではありません。

仕事の主意ものは、次の事蹟Zこす。
O不法行為発見時の連絡
0流水異常および河川管理施設破損等め発見時の連絡
O河川愛護思想の普及困啓発活動

0年1囲程度のモ二ター会議への参加

します
ふるってご応募〈ださい。

l' 

長浜町

n吉動範囲}イ:市長浜大橋~大洲市tA聞大橋の、 RtJII{:ji*(活動範囲1)お上ひ左岸(活動範閉2)

111 

[応募資格]肱川に接する機会が多く、 il1fJlI愛護に関心を持ち、上記の活動内容を積極的に実桁できる満20歳以上の方で、

ijkJlIの活動範同の近隣に居住する方、または熱意のある方。
i任 期]平成16年4月111から 1年間
[募集人員]活動範囲ごとに]人

i手 当!月額4，58011J
{選考方法]大洲河川国道事務所にて、年時;je地域構成寺総合酌に同案して選考させていただきますc
[ )，む募方法]官製はがきまたはFAXに、次の記入事項を記入にて、平成16{r2月20けまでに応享先に送付またはご持参

に?ともい。

[記入事項] ・住所@氏名・年齢・性別・電話番号・職業・所属する団体等があればその組織名と役職・これまでに白治

会等の地域に密着した活動へ参加した経験・活動範同の希望(第l希望 活動範囲O、第;希望 活動範囲0). JJ~'募理
由、 J山11への要望ー過去の河川愛護モιターの経験

※!日について、記載できる範囲でご記入ください。

[応募圃お問い合わせ佐}昌土交通省田園地方整備局大洲河J11国道事務所河川管理課(干795-8512大洲市北只1503・1: 

24-5185・FAX24-5331)ま

「・・←七三三一一一一一一一一一一一一一一一一足三一一一一一「

Gリ=D範ゥ酪噂害指骨足百33ZZと
陸離調 首鞠臨 調臨 ーます…く冠水と1 川水

| 今から45佑年以上'b~íi (二、さまざまな物質が水の中で 品、このようにして循環を繰り返しながら利用されてい

i反応して止命は誕生したといわれていますcそれ以降、 るのです。

j太陽エネルギーや主力の影響を受け絶えず循環を杭けて この本を私たちが利用する過程で汚してしまうとどう

iいる川、大切な環境の構成要因です。 なるでしょう。このような水が浸透して地|水を汚染す

E 二酸化炭素の増加による地球出暖化をはじめとするさ れば、利用するために大変な処flfI作業と費用が必要とな

iまざまな環詰問題は、現代の私たちが避けて通れない問 ります。また、JlIや海などに流れ込む水が汚染されてい

;題ですが、このことを解決して健全な地球環境を次代へ れば、同じように建雑な処理をしなければ利用すること

!引き継ぐことが大切な使命となっています。 ができなくなり、水を利用するための処理に使うエネル 1

i 地上にある水は、蒸発や植生による相によって大気 ギーや薬剤は、地球場境に大きな負荷を与えることにな i

l中に毘!人やがて向や雪となって地去に器ちてきます。 ります

!地去にi洋った雨は集まって111となり、一出土壌のさま 叫は「安全な水Jを「出jに「同」な価格で供!

|ざまな成分を溶かしながらjili卜に浸透し、さらに、その 給することを目指していますが、環境のことを考え町ぷ i

1一部は長い年月をかけてふたたび井戸水として利用され や生活排水の汚染防止に努めることも大切です。!

」一一一一一一一ー-一一一一一一一一一一一_.._一一一一一~..，，__.一一一一一一一一一一一一-一一一一一一・-一一一一一一 J
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ー
文
部
科
学
大
臣
表
彰
1

十
一
月
二
十
七
日
、
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
た
第
四
十
川
回
全
国
休
古
抱
一
持
委

員
研
究
協
一
副
会
に
お
い
て
、
白
滝
の
玩

川
純
行
さ
ん
が
、
体
育
指
導
委
員
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

文
部
科
学
大
臣
去
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た。日円八ぅ丑且九示し丘主将守~吟μふ閣制崎山駅ふムぷ;乙ぷ主

i渋滞整理足立湾蹴!421
えz お

久保秦央ちゃん(豊茂)

オ1 二し，
lエトこたれ
と年の。 IjiJ
願筏子 は l

母父て寸ーら ほ・
11 11 し、不口カぇ ~ ;i:'・ 1 
1手{告まか斗二 rmr 

ゑ欝警警 γ込 呂ーす j荘き 22 
章氏二機略 J語、山弘、早川… 子さ 053る 二
三三選議室時三 さん 示よ 主

総 グ包〈総額:五戸が ん・ やー ，¥1-) ! 

欝議議室芸誌誌，'-ケ三ぞ; ) £f毛 主

平成15年 1月6日生まれ

文部科学大臣表彰を

受賞された森川純行さん

守
、
令
去
彰

λ
で
、
捜
阿
智
子
さ
ん
(
白

滝
小
学
校
五
年
)
が
、
「
小
山
一
回
と

う
に
ょ
う
病
」
と
題
し
た
作
丈
で
、
小

学
校
高
学
年
の
部
で
入
賞
さ
れ
、
愛
媛

県
学
校
保
健
会
伝
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た

ー
小
田
少
年
剣
道

練
成
大
会
(
¥

高学年の部で入賞した擢田智子さん

IJち苧会で
し十文(間十
ま f丘小催一
し学田さ月
た年町れ 1
0 の f制た /E三

音p)白ノj、L::!
で公田
ブベ;主呈;-_rて
和 f持年汗
制~明穴

i亘にiQ郎
会て棟ノj、
が、)戊 r1I 
イ亭小大町

E
R
浜
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会

ー
ノ
作
生
労
働
大
凶
表
彰
tJ

十
一
月
十
一
日
、
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
平
成
十
五
年
度
全
国
社
会
梧
祉
大

会
に
お
い
て
、
長
浜
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
は
、
多
年
に
わ
た
る
民
生
委
民

活
動
の
実
践
を
通
じ
て
、
共
に
支
え
あ

う
地
域
社
会
会
つ
く
り
に
貢
献
3
れ
た
功

績
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
雪
一
党

賞
さ
れ
ま
し
た
。

ー
健
康
に
関
す
る

作
文
人
賞
1

オ工
た十
平一
)戎月

EI  
51 

f主"学、
手交十公
f呆山
健市
で
宇行
j交わ

優勝した剣士たち

主月缶糧与口
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2004 1月15日--2月14日

毛、~<I).hルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

有害ごみ収集日

1/16 金
はみが.き相談・育児相談・ 保健センター 10 :00~11 :30 
育児サークル

1歳6カ月・ 3歳児健診 保健センター 13 ・ 00~ 13 : 30

20 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9 ・00~10:30

21 7}く ぴん・缶収集日

23 金 組大ごみ収集日

28 水
ぺッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

2/3 火 不用犬・不用ねこ回収日 長浜町火葬場前 9:00~10:30 

4 水 びん ・缶収集日

6 金
古紙・紙パック収集日

母親学級 保健センター 1 O:OO~ 15:00 

7 土
長浜町人権 ・同和教育研

町体育館 13 ・20~ 16:10
究大会

11 水
ペッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

燃やさないごみ収集日

13 金
はみがき相談・育児サー 保健センター 10:00~11:30 

クル・母親学級

乳児健診 保健センター 13:00~ 1 3:30 

14 土 長浜町読書活動のつどい ふれあい会館 9 ・00~11:30

枕べの寒さ計りに新年の年ほぎ縄を掛けてほぐかも
しめなわ

病室の寒暖計に注連縄をかざって新年を祝った郷土の俳聖正岡子規

の歌である。

子規は36歳の若さで没したが、晩年はほとんど病床怜った。し丈

し食欲は旺盛で、没する前年の明治34年の新年には、屠蘇をのみ、雑
に みかん

煮を祝い、蜜柑を食べ、来年もこのように祝うことができるかと述懐

している。

雑煮といえば、私も大好きである。正月の楽しみといえば、今は雑

煮を食べるぐらいのものとなったE

雑煮は元旦の朝、神に供えた年棚の魚や海産物のコンブ、 アワビ、

ナマコの下がりものを、鏡もちとごった煮にして食べたのが原形で、
ほうぞヲ

室町時代には、「烹雑jといっていたようである。

正月とい4ばこんな歌もある。
門松は冥土の旅の一里塚めでたくもありめでたくもなし

正月に飾る門松は、冥土つまり死への旅の一里塚のようなものだ。

そう思うと、正月を迎えることもめでたいとばかり浮かれて喜んでば

かりはいられないと、いかにもー休和尚らしい歌である。

子どものころは、早〈こいこいお正月と待ったものだが、さすがに

古希を過ぎるとこの歌の心境である。めでたくもありめでたくもなし。

ちなみに門松の由来は、日本の原始信仰に源を発する。その神は山

や海にいて、家を守るため春がはじまる日に訪れてくるが、その時の

目印に木や花を立てて待つというのが、さまざまな習俗とまじって今

日の門松となったといわれる。

最後に一句 (露}II)

来年は来年はとて暮れにけり

来年はいいことがありますようにとの、はかない願いを今年はかな

えてほしいものである。

噂P

結

婚

刊
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主
長長

戸斤
浜浜

氏
坂高
井坂

一
平
泰
子

住 11お
所旦誕
百生
T分お
嵐長め
名称 で
I-iIfIと

イ呆 ニー
語i -; 
者 "
名

沖

浦

下
須
戒

大鶴
i幸山苛

美み裕す
男Rな入、と
未み

お
〈
や
み

け
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

戒長柴長長豊長長柴

浜浜茂浜浜川 浜

城田渡宮金宮隠泉宮

本戸測辺

(八
七
)

江

(七
八
)

子
(
八
五
)

子

(九
五
)

ト
メ
子

(

九
二
)

小

菊

(一

O
六
)

千
代
子

(九
四
)

千
代
子

(五
五
)

常

雄

(五
七
)

綾演友ヱ
ツ
コ

岡橋下 11皮

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
は
申
年
。
表
紙
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
申
年
生
ま
れ
の
人
は
、
何
事
に

も
積
極
的
な
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

反
面
、
安
易
な
判
断
で
軽
率
な
行
動
を

取
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

私
自
身
、
申
年
生
ま
れ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
間

違
え
の
な
い
新
鮮
な
情
報
を
今
年
も
お

届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
広
報
な
が
は
ま
ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
(
さ
)

名宝敏
丈彦

人口・世帯数のうごき

11月末現在 前月との比)I(交

9，284人 9入滅
A 口 (男 4，382人) (男 3人減)

女 4，902人 女 6人減

世帯数 3，587世帯 2世帯増
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